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教科に関する調査結果概要および改善の方向について【 国 語 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記号の意味  ※全国平均正答率と比較して４段階で示しています 

 

(△)上回っている  （＋３％以上）  

           (◇)やや上回っている 

           (◆)やや下回っている  

(▼)下回っている  （－３％以下） 

平均正答率 

 

 

 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」 

△全国平均を上回っている。 
「情報の扱い方に関する事項」 

◇全国平均をやや上回っている。 
「我が国の言語文化に関する事項」 

◇全国平均をやや上回っている。 
 

「話すこと・聞くこと」 

◇全国平均をやや上回っている。 
「書くこと」  

△全国平均を上回っている。 
「読むこと」  

◇全国平均をやや上回っている。 
 

 
 

 

 

「知識・技能」 

△全国平均を上回っている。 
 

「思考・判断・表現」 

◇全国平均をやや上回っている。 
 

本 校 の 概 要 

学習指導要領の領域等 

評価の観点（上記以外） 

今回の調査における
課  題 

改善の方向 

 

●必要に応じて質

問しながら話の内

容を捉えること。 

 

 

●意見と根拠など

情報と情報との関

係について理解す

ること。 

 

 

●短歌の表現技法

について理解する

こと。 

 

 

●短歌の内容につ

いて、描写を基に

捉えること。 

 

 

●文の成分の順序

や照応について理

解すること。 

 

 

○生徒同士で質問し

合うペアワークやグ

ループディスカッシ

ョンの時間を設け、

相手の主張を掴んだ

り理解を深めたりす

る活動を増やす。 

 

○意見とその根拠を

示した短い文章の関

係性を説明したり、

ディベートやプレゼ

ンテーションを通じ

て、自分の意見に根

拠を持たせて説明し

たりする機会を増や

す。 

 

○様々な短歌を分析

し、読み取った描写

や表現技法から得ら

れるイメージを絵や

文章で表現する活動

を増やす。 

 

ほぼ同程度 ☚全国平均正答率 



教科に関する調査結果概要および改善の方向について【 数 学 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記号の意味  ※全国平均正答率と比較して４段階で示しています 

 

(△)上回っている  （＋３％以上）  

           (◇)やや上回っている 

           (◆)やや下回っている  

(▼)下回っている  （－３％以下） 

平均正答率 

 

 

 

「数と式」  

△全国平均を上回っている。 

 

「図 形」 

△全国平均を上回っている。 

 

「関 数」 

◇全国平均をやや上回っている。 

 

「データの活用」  

△全国平均を上回っている。 

 

 

 

 

「知識・技能」  

△全国平均を上回っている。 

 

「思考・判断・表現」 

△全国平均を上回っている。 

本 校 の 概 要 

学習指導要領の領域 

評価の観点 

今回の調査における
課  題 

改善の方向 

 

●統合的・発展的

に考え、成り立つ

事柄を見いだし、

数 学 的 な 表 現 を

用 い て 説 明 す る

こと。 

 

● 二 つ の グ ラ フ

における y 軸との

交点について、事

象 に 即 し て 解 釈

すること。 

 

● 事 象 を 数 学 的

に解釈し、問題解

決 の 方 法 を 数 学

的 に 説 明 す る こ

と。 

 

● 角 の 大 き さ に

着 目 し て 事 象 を

観察し、問題解決

の 過 程 や 結 果 を

振り返り、新たな

性 質 を 見 い だ す

こと。 

 

 

・ 具 体 的 事 象 か ら

数 の 性 質 の 規 則 性

を 見 つ け 出 せ る よ

う 段 階 的 に 課 題 に

取り組む。経験や他

の 意 見 を 取 り 入 れ

る こ と に よ っ て 自

分 の 考 え を 表 現 す

る 方 法 を 身 に つ け

られるようにする。 

 

・問題文からグラ

フの意味するもの

を読み解く問題を

多く取り入れる。

また、与えられた

条件やこれまでの

問題解決の過程や

結果と数学的な表

現を関連付けて考

える機会を設定し

その指導の充実を

図る。 

 

・実際に図形をかく

ことで、着目する部

分を焦点化する活動

を重視した指導を充

実させる。 

ほぼ同程度 ☚全国平均正答率 






